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森 の国だより

松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス
プ
レ
大
会

４
17

　

４
月
17
日
㈰
、
滑
床
渓
谷
か
ら
高
知
県
黒
尊
渓
谷
に
ま

た
が
る
林
道
を
コ
ー
ス
に
「
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス

プ
レ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
30
㎞
の
初
級
ク
ラ
ス
か
ら
、
距

離
１
３
０
㎞
・
獲
得
標
高
３
，
３
０
０
m
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
走
破
す
る
上
級
ク
ラ
ス
ま
で
西
日
本
を
中
心
に
県
内

外
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
愛
好
家
、
29
チ
ー
ム
約
90
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
今
県
内
で
は
、
し
ま
な
み
海
道
を
は
じ
め
自
転
車
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
一
般
に
舗
装
路
を
走
る
こ
と
の

多
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
が
、
最
近
で
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
で
未
舗
装
路
を
走
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
表
さ
れ
る
ほ
ど
の
悪
天
候
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
警
報
が
解
除
さ
れ
る
の
を
待

ち
１
時
間
遅
れ
の
午
前
６
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者

は
、
初
級
ク
ラ
ス
の
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
鹿
の
コ
ル
に
向
け
て
松
野
南
小
学
校

を
出
発
。
そ
の
後
も
、
四
国
の
深
山
な
ら
で
は
の
渓
谷
美
、

森
林
美
、
展
望
美
に
加
え
、
日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
る

四
万
十
流
域
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
堪
能
で
き
る
コ
ー

ス
を
満
喫
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

途
中
、
参
加
者
の
通
過
チ
ェ
ッ
ク
や
補
給
食
の
提
供
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
地
点
で
は
、

特
産
の
鹿
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
梅
干
し
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ

か
、
鬼
城
太
鼓
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
獅
子
舞
や
鎧
武
者

と
の
記
念
撮
影
、
表
千
家
師
範
に
よ
る
野
点
な
ど
松
野
町

な
ら
で
は
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま

し
た
。

　

上
級
ク
ラ
ス
は
13
チ
ー
ム
中
、
５
チ
ー
ム
完
走
と
い
う

厳
し
い
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
参
加
者
の
顔
は
チ
ー
ム
で
協

力
し
合
い
長
距
離
を
走
り
切
っ
た
充
実
感
に
溢
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
10
月
２
日
㈰
に
本
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
最
長
ク
ラ
ス
の
耐
久
系
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス

に
な
る
こ
と
は
確
実
で
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

新
た
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
と
し
て
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
滑
床
山
開
き

４
22

　

４
月
22
日
㈮
、滑
床
渓
谷
森
の
国
発
祥
の
碑
の
前
で「
滑

床
山
開
き
」
の
神
事
・
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
天
候
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
こ
の
日
を
待
ち
望

ん
だ
か
の
よ
う
な
晴
天
の
な
か
環
境
省
、
愛
媛
県
、
愛
媛

森
林
管
理
署
、
宇
和
島
市
、
㈱
松
野
町
農
林
公
社
、
滑
床

を
愛
す
る
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
国
ネ
ッ
ト
、
森
の
国
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
、
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
キ
ャ
ニ
オ

ン
、
目
黒
緑
の
少
年
隊
（
松
野
南
小
学
校
児
童
）、
町
関

係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し
、
本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
来
訪
者
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

神
事
で
は
、
渓
谷
内
で
体
験
活
動
を
行
う
団
体
が
お
祓

い
を
受
け
、
関
係
者
ら
が
玉
串
を
捧
げ
た
ほ
か
、
松
野
南

小
学
校
児
童
に
よ
る
ア
マ
ゴ
の
稚
魚
の
放
流
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
渓
谷
で
人
気
の
リ
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
」
の
披
露
も
行
わ
れ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
飛
び
込
み
に
参
列
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
四
万

十
川
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
愛

媛
森
林
管
理
署
の
職
員

を
講
師
に
南
小
学
校
緑

の
少
年
隊
を
対
象
と
し

た
森
林
教
室
が
開
催
さ

れ
自
然
で
遊
ぶ
楽
し
さ

と
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

▲アマゴの稚魚放流の様子

▲松野町ならではの応援

獲得標高… スタートからゴールまでの上った高さの総計
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森 の国だより

田
植
体
験
ツ
ア
ー
in
奥
内

５
８

　

５
月
８
日
㈰
、
奥
内
の
棚
田
で
田
植
体
験
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
松
野
町
の
誇
る
地
域
資
源
を
活

用
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
、
地
区
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
稲
作
を
継
続
し
て
い
る
奥
内
地
区
の
棚
田

を
活
用
し
た
稲
作
体
験
ツ
ア
ー
を
造
成
・
販
売
す

る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
の

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
ツ

ア
ー
で
は
、
日
本
の
棚
田
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ

た
奥
内
の
棚
田
で
の
田
植
体
験
や
町
内
産
の
食
材

を
使
用
し
た
料
理
な
ど
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
。
田
植

体
験
で
は
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
裸
足
に
な
り

土
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
、
家
族
で
の
参
加

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
小
さ
な
手
で
一
生
懸
命

に
苗
を
植
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

正
午
に
は
、
広
見
川
で
と
れ
た
ウ
ナ
ギ
や
奥
内

の
棚
田
で
育
っ
た
棚
田
米
や
特
産
品
の
雷
漬
け
が

振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
、
自
然
を
大
い
に
満
喫

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他

別
会
場
で
は
、
ジ

ゴ
ク
漁
の
見
学
や

マ
ン
ゴ
ー
の
試
食

が
行
わ
れ
る
な

ど
、
終
始
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
た
よ

う
で
す
。

消
防
団
春
期
訓
練
会

５
８

　

５
月
８
日
㈰
、
町
消
防
団
春
期
訓
練
会
が
実
施
さ

れ
、
岡
本
団
長
以
下
１
０
７
名
の
団
員
が
出
動
し
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
会
は
、
虹
の
森
公
園
の
河
川
水

利
を
利
用
し
た
中
継
訓
練
で
、
団
員
た
ち
は
各
分
団

に
分
か
れ
、
河
川
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
を
約
３
０
０

ｍ
先
ま
で
中
継
し
放
水
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
林
野
火
災
で
は
、
河
川
や
防
火
水
槽
な
ど

の
水
利
が
火
元
か
ら
遠
い
場
合
が
多
く
、
ホ
ー
ス
を

何
本
も
延
長
し
て
も
、
１
台
の
ポ
ン
プ
か
ら
で
は
消

火
に
必
要
な
放
水
量
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
水
利

か
ら
火
元
ま
で
の
間
に
何
台
か
の
ポ
ン
プ
が
入
り
、

水
圧
を
調
整
し
な
が
ら
水
を
中
継
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
は
、
当
町
の
よ
う
な
山
間
部
で

は
、
よ
り
実
践
的
で
有
効
な
も
の
で
、
団
員
た
ち
も
、

鬼
北
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
真
剣
な
表
情
で
ポ
ン

プ
操
作
や
ホ
ー
ス
の
延
長
・
撤
収
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

▲放水訓練の様子

▲中継訓練の様子

▲泥んこになりながら、田植えを行いました

▲寄書集

▲町内産の食材が使われた料理が振舞われました

▲全体説明の様子
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の掲示板ま ち

　

松
丸
保
育
園
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ
ン
マ
ン
の

風
車
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
延
野
々
の
平
野
耕
右
さ
ん
が
手
作
り
で
作
成

し
た
も
の
で
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ
ン
マ
ン
が
園

児
た
ち
の
登
園
を
空
か
ら
眺
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

園
児
た
ち
も
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ
ン
マ
ン
を
前

に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
毎
日
楽
し
く
登
園
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

平
野
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
17
日
㈰
、
史
跡
見
学
会
「
河
後
森
城
の
植
生
・
景

観
調
査
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
の
よ
り
よ
い
整
備
と
活

用
を
め
ざ
し
て
、
城
内
の
植
生
や
城
内
外
の
景
観
に
つ

い
て
専
門
家
を
交
え
な
が
ら
協
議
す
る
と
い
う
も
の
で
、

参
加
者
と
一
緒
に
整
備
に
つ
い
て
考
え
る
公
開
型
の
調

査
で
す
。
町
で
は
、
河
後
森
城
跡
の
整
備
に
関
し
て
今

年
度
か
ら
景
観
整
備
を
中
心
と
し
た
整
備
に
移
行
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
整
備
方
針
や
長
期
計

画
等
に
つ
い
て
参
加
者
に
説
明
し
、
講
師
の
先
生
方
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
史
跡
現

地
に
移
動
し
整
備
の
方
法
や
あ
り
方
に
つ
い
て
現
地
で

具
体
的
な
検
討
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、

３
月
に
新
城
地
区

で
実
施
さ
れ
た
ツ

ツ
ジ
の
移
植
会
で

移
植
さ
れ
た
オ
ン

ツ
ツ
ジ
の
生
育
状

況
観
察
、
採
取
地

で
あ
る
新
城
の
曲

輪
上
に
お
け
る
状

況
観
察
等
も
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
投
句
箱

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
四
月
投
句
分

優
秀

《
虹
の
森
公
園
》

　

編
み
か
け
の
妻
の
遺
せ
し
春
シ
ョ
ー
ル　
　
　
　
　
　

　
　
　

 

八
幡
浜
市　

一　
　
　

夘

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

母
訪
へ
ば
姉
も
来
て
を
り
雛
納
め

八
幡
浜
市　

二
宮　

節
子

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
目
覚
め
し
猫
柳 

伊
藤　

富
子

閑し
づ

か
さ
や
花
爛
漫
と
雨
そ
ぼ
つ 

岡
本　

京
子

土
佐
と
伊
予
美
し
く
繋
ぎ
て
山
桜 

金
谷　

重
子

手
招
き
て
座
を
あ
け
給
ふ
花
む
し
ろ 

金
谷　

文
恵

流
れ
ゆ
く
水
の
急せ

か
せ
り
花
筏 

谷　

き
よ
し

空
に
映
え
水
面
に
映
え
し
朝
桜 

布　
　

康
江

夜
も
更
け
て
桜
談
義
に
街
酒
場 

ひ
の
た
い
ら

瀨
の
音
を
残
し
て
花
の
雨
上
る 

山
下
ス
ミ
子

咲
い
て
知
る
そ
こ
に
も
あ
り
き
桜
か
な 

め
ぐ
む　
　

五
人
居
て
話
弾
み
ぬ
桜
餅 

赤
松　
　

午
子

春は
る

雨さ
め

や
つ
な
が
れ
を
り
し
留
守
の
猫 

稲
谷　

キ
ミ
子

音
た
て
て
水
張
ら
れ
ゆ
く
春
田
か
な 

上
田　

美
智
子

新
緑
に
包
ま
れ
暮
ら
す
山
の
家 

岡
本　
　

三
葉

飛
行
雲
春
の
青
空
二
分
す
る 

竹
内　

サ
ダ
子

葛
句
会
　
四
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
四
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

　

咲
き
満
ち
て
桜
の
白
く
な
り
ゆ
け
り

大
洲
市　
　

星　
　
　

凛

　

四
万
十
川
の
空
乱
反
射
す
る
代
田

　

宇
和
島
市　

城　
　
　
　

　

十
三
夜
軌
む
列
車
の
車
輪
か
な宇

和
島
市　

城　
　
　
　

　

虎
杖
や
源
流
向
け
て
車
出
す

高
知
県　
　

刈
谷　

美
和

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
箱
》

　

新
年
に
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
火
は
灯
る

高
知
県　
　

野
中　

泰
風

　

今
回
よ
り
不
器
男
記
念
館
長
か
ら
葛
句
会　

谷
清
会
長
の
選

句
に
な
り
ま
し
た
。

松
丸
保
育
園
に
手
作
り
の
風
車
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

▲現地指導の様子

▲風車の前で記念撮影

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

史
跡
見
学
会
「
河
後
森
城
の
植
生
・

景
観
調
査
」
を
開
催
し
ま
し
た
！
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

吉
　
野
　
小
西
　
泰
名
　
　
89
歳

奥
野
川
　
西
村
　
義
光
　
　
88
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,041世帯（前月比 －２世帯）

総人口　4,158人 （前月比 －５人）
　　　　男1,963人　女2,195人
【４月中の異動】
　　　　○出　生　０人　○死　亡　４人
　　　　○転　入　35人　○転　出　36人

平成28年４月30日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
森
　
枝
惠
　
　
松
野
町

小
西
　
敏
文
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森の国国際学院第21、22期生からのメッセージ
　森の国国際学院は、日本生

活の原点といえる講習生活を

この森の国松野町で始め、地

域住民との触れ合いや交流を

通じて、日本人の心を感じて

もらうことを目的に設置され

ています。

　今回、森の国国際学院第

21、22期生からお便りが届い

ていますので、ご紹介します。
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
法
律
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
法
律
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員
・
弁
護
士

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
平
成
28
年
度
の

年
度
更
新
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
手
続
期
間
】
６
月
１
日
㈬
〜
７
月
11
日
㈪

　

手
続
き
は
、
お
早
め
に
‼

　

な
お
、
電
子
申
請
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】http://w

w
w
.e-gov.go.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

又
は
、
宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署
☎
22
・
４
６
５
５

「
難
病
医
療
相
談
」
の
ご
案
内

　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
等
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
対
象
疾
患
が
３
０
６
疾
病

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
難
病
の
方
の
療
養
生
活
等
に
関
す

る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　

毎
月
第
３
火
曜
日　

15
時
〜
16
時
30
分

【
場　

所
】　

宇
和
島
保
健
所
（
宇
和
島
市
天
神
町
７

－

１
）

【
内　

容
】　

面
接
相
談
（
予
約
制
）

　
　
　
　
　

 

随
時
相
談
、
訪
問
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
随

時
実
施
し
ま
す
。

【
担
当
者
】　 

保
健
師
（
必
要
に
応
じ
て
保
健
所
医
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
等
が
対
応
し
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課　

難
病
・
母
子
保
健
係

　

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
６
０
）

　

☎
28
・
６
１
０
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

平
成
28
年
度
愛
媛
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

職
員
採
用
試
験（
Ｉ
Ｔ
専
門
職
）の
実
施
に
つ
い
て

　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で
は
、
平
成
28
年
度
愛
媛

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
採
用
試
験
（
Ｉ
Ｔ
専
門

職
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
試 

験 

日
】　

７
月
10
日
㈰

【
試
験
会
場
】　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　
　
（
松
山
市
高
岡
町
１
０
１
番
地
１
）

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
取
得
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法

第
３
条
の
規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
不
耕
作
目
的
、
投
機
目
的

等
望
ま
し
く
な
い
農
地
等
の
権
利
移
動
を
規
制
し
、
農

地
等
が
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
に
よ
っ
て
効
率
的
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
誘
導
し
、
農
地
利
用
の
効
率
化
を

図
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
許
可
を
得
て
い
な
い
売

買
は
効
力
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、対
価
を
支
払
っ

た
と
し
て
も
、
所
有
権
の
取
得
が
出
来
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
得
る
た
め
に

は
、
本
人
若
し
く
は
世
帯
員
等
に
農
業
に
常
時
従
事
す

る
人
が
い
る
事
や
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地
等
の
農

業
上
の
効
率
的
な
利
用
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
等
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
る
程
度
の
経
営
面
積
が
な
い
と
生
産
性
の

確
保
が
難
し
く
、
安
定
し
た
農
業
経
営
が
継
続
し
に
く

い
事
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
農
地
の
所
有
権
を
取
得
し

た
後
の
経
営
面
積
が
、
下
限
面
積
を
超
え
な
い
場
合
は

許
可
が
出
来
ま
せ
ん
。
現
在
の
松
野
町
で
は
そ
の
下
限

面
積
を
町
内
全
域
30
ア
ー
ル
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

農
地
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て

農業委員会だより（６月号）

【
採
用
予
定
人
員
】　

１
名

【
募
集
職
種
】
シ
ス
テ
ム
関
連
業
務
専
門
職

【
受
験
資
格
】

（
年
齢
）
60
歳
未
満
（
定
年
制
度
あ
り
の
た
め
）

（
学
歴
）
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

（
職
歴
） 

民
間
企
業
や
行
政
機
関
等
で
、
正
規
雇
用
の
従
業
員

と
し
て
継
続
し
て
1
年
以
上
就
業
し
た
期
間
が
、
平

成
28
年
３
月
31
日
時
点
で
通
算
２
年
以
上
に
到
達
し

て
い
る
者

【
提
出
書
類
】　

・ 

履
歴
書
（
写
真
貼
付　

無
帽
上
半
身
正
面

向
き
で
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

　
　
　
　
　
　

・ 

職
務
経
歴
書
（
経
歴
を
で
き
る
だ
け
詳
し

く
書
い
て
く
だ
さ
い
）

【
提 

出 

先
】　

〒
７
９
８

－

８
５
５
０

　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
松
山
市
高
岡
町
１
０
１
番
地
１

　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会　

総
務
課　

宛

【
提
出
期
限
】　

６
月
24
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
郵
送
・
持
参
ど
ち
ら
も
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会　

総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
６
８
・
８
８
０
０
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「
え
ひ
め
夢
提
案
」
制
度　
春
の
提
案
募
集

　

県
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
し
た
い
と

き
に
、
県
の
規
制
緩
和
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
行
う
「
え
ひ
め
夢
提
案
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

【
応
募
方
法
】
所
定
の
「
え
ひ
め
夢
提
案
様
式
」
に
記
入
の
上
、

Ｅ
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
地
域
政
策
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
３
５

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
６
９

 yum
e-teian@

pref.ehim
e.jp

看
護
職
合
同
就
職
説
明
会
２
０
１
６
の
お
知
ら
せ

　
（
公
社
）
愛
媛
県
看
護
協
会
で
は
、
看
護
師
不
足
解
消
の
対

策
と
し
て
「
看
護
職
合
同
就
職
説
明
会
２
０
１
６
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
学
生
や
再
就
職
を
希
望
す
る
看
護
職

の
方
々
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

6
月
18
日
㈯
11
時
30
分
〜
16
時

【
内　
　

容
】　

求
人
施
設
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

個
別
面
談

【
場　
　

所
】　

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

企
画
展
示
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
松
山
市
湊
町
7
丁
目
5
番
地
）

【
対　
　

象
】　

・
看
護
系
教
育
施
設
で
学
ぶ
看
護
学
生 

第
30
回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会

　

消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の
士
気
及
び
消
防
精

神
の
高
揚
を
図
り
、
住
民
生
活
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
第
30
回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会
が
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
日　

時
】 

６
月
５
日
㈰
９
時
〜（
雨
天
決
行
、警
報
時
等
延
期
）

【
予
備
日
】 

６
月
12
日
㈰
９
時
〜

【
場　

所
】 「
三
間
町
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド　
　

宇
和
島
市

三
間
町
黒
井
地
」

【
参
加
チ
ー
ム
数
】
ポ
ン
プ
車
の
部
３
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
６
チ
ー
ム

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
地
区
消
防
団
連
合
会
事
務
局

（
消
防
本
部
総
務
課　

☎
22
・
７
５
３
９
）

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
〜
八
幡
濱
港
町
め
ぐ
り
〜

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
始
め
ま
し
た

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査
に
つ
い
て

お
礼
の
言
葉

「
太
平
洋
戦
争
の
思
い
出
」
発
刊
に
つ
い
て

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
八
幡
浜
市
実
行
委
員

会
で
は
か
つ
て
商
港
と
し
て
栄
え
た
、
当
時
の
面
影
を
遺
す

古
い
町
並
や
酒
蔵
巡
り
な
ど
が
で
き
る
町
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
５
日
㈰
に
は
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ

る
解
説
を
聴
き
な
が
ら
町
並
を
探
索
す
る
〝
八
幡
浜
ふ
る
さ

と
ウ
ォ
ー
ク
〞
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
期　

間
】
６
月
５
日
㈰
〜
11
月
20
日
㈰

【
場　

所
】
八
幡
浜
み
な
っ
と
集
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
海
放
送
「
八
幡
浜
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
」
係

☎
０
８
９
・
９
１
５
・
２
３
８
０

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、
無
料

の
歯
科
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
お
口
の
健
康
は
、
お
い

し
い
食
事
、
楽
し
い
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
身
の
健

康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
歯
科
口
腔
健

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方

　

平
成
27
年
８
月
、
９
月
号
の
町
広
報
紙
に
て
、「
太
平
洋
戦

争
の
思
い
出
」
の
原
稿
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
方
か

ら
応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、「
太
平
洋
戦
争
の
思

い
出
」
の
発
刊
に
大
い
に
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

北
宇
和
郡
松
野
町
大
字
松
丸
２
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野
和
泉　

☎
42
・
０
１
８
０

　

町
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
と
、

人
工
授
精
に
よ
る
一
般
不
妊
治
療
に
対
し
て
、
治
療
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
28

年
４
月
１
日
以
降
に
受
け
た
治
療
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

（
被
保
険
者
と
は
75
歳
以
上
又
は
65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
り
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
認
め
ら
れ
た
方
で
す
。）

※
た
だ
し
、
病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

し
て
い
る
方
、
障
害
者
支
援
施
設
、
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る

施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保

険
施
設
へ
入
所
・
入
居
し
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
健
診
項
目
】

①　

問
診

②　

 

歯
の
状
態
（
現
在
あ
る
歯
、
入
れ
歯
咬
み
合
わ
せ
や
咬

む
力
の
確
認
）

③　

口
腔
機
能
評
価

　
　

・
舌
の
状
態

　
　

・
嚥
下
の
状
態
（
飲
み
込
む
力
の
確
認
）

　
　

・ 

口
腔
の
状
態
（
清
掃
状
況
や
お
口
の
乾
燥
状
態
等
の
確
認
）

　
　

・
歯
肉
の
状
況

④　

保
健
指
導

【
申
込
方
法
】

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
電
話
等
で
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
、
受
診
票
、
質
問
紙
、
実
施

歯
科
医
院
一
覧
表
を
セ
ッ
ト
に
し
て
郵
送
し
ま
す
。

※
県
後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
受
診
を
お
勧
め
す
る
方
に
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

【
受
診
期
間
】

　

平
成
28
年
６
月
１
日
㈬
〜
平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
３

　
　
　
　
　
　

・
県
内
で
再
就
職
を
希
望
す
る
看
護
職
の
方

【
参
加
施
設
】　

県
内
の
医
療
機
関
等　

42
施
設

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
公
社
）
愛
媛
県
看
護
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
１
２
８
７
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Informationお し ら せ

国民年金の保険料の免除制度について

「知事とみんなの愛顔（えがお）でトーク」を傍聴される方を募集しています

　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によって、保険料の納付
が免除される制度があります。
　①　免除（全額免除・一部免除）申請
　　 　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が全
額免除または一部免除となります。

　②　若年者納付猶予申請
　　　30歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
　③　学生納付特例申請
　　　学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
　■ 国民年金保険料の「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

　（注１）　保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以上のとおりとなります。
（平成21年４月以降の免除期間）

　　　　　・ 全額免除の場合･･･ ２分の１　　・ ４分の３免除の場合･･･ ８分の５
　　　　　・ 半額免除の場合･･･ ４分の３　　・ ４分の１免除の場合･･･ ８分の７
　（注２）　一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。
　【問い合わせ先】宇和島年金事務所　☎22－5440

　県では、知事が地域に出かけ、地域住民と気軽に意見交換を行い、地域の意見・要望を把握し、可能なものから
県政に反映させていくため、次のとおり「知事とみんなの愛顔（えがお）でトーク」を開催します。
　会議では、「愛顔（えがお）あふれる愛媛づくり」について、知事が地域のみなさんに直接お話しします。
　傍聴される方を募集していますので、是非、ご参加ください。
　※ なお、傍聴者は、原則として意見交換には参加できませんのでご了承ください。
　日　時　　平成28年６月24日㈮ 午後２時30分～５時
　会　場　　松野町コミュニティセンター　１階　大ホール

（北宇和郡松野町大字松丸343）
　定　員　　50名
　日　程

申込方法
６月21日㈫までに郵便、電話、FAX又は電子メールで、
住所、氏名、電話番号を記入（連絡）し、申し込んでく
ださい。（申し込みの受付は、先着順で行い、定員にな
り次第締め切らせていただきます。）

申込み先
南予地方局地域政策課（〒798－8511　宇和島市天神町7－1）
☎22－5211　FAX25－3724
E-mail：nan-seisaku@pref.ehime.jp

※ 実施時期・期間等は、相手国の都合
等により変更することがあります。
※ 概算所要額は、モデルルートを基
にした場合における、おおよその
目安として示しているものです。
また、所要額の３分の１の額が補
助金として支給されます。
※ 申込締切日は、町民課への申し込
みの期日であり、県や国への申込
締切日とは異なります。
※ 詳しい日程等のお問い合わせや申
し込みについては、町民課総務福
祉係へご連絡ください。

【問い合わせ先】
町民課 総務福祉係　☎42－1113

実施地域名 実施予定時期（期間） 申込締切 概算所要額（円）
東部ニューギニア（１班）

９月21日～９月28日（８日間） ５月31日
365,000

東部ニューギニア（２班） 405,000
沿海地方 ９月27日～10月６日（10日間） ６月３日 210,000
硫黄島（１次） 10月25日～10月26日（２日間） ７月１日 20,000
ビスマーク・ソロモン諸島（１班）

10月29日～11月５日（８日間） ７月１日
350,000

ビスマーク・ソロモン諸島（２班） 367,000
マリアナ諸島 12月１日～12月８日（８日間） ８月５日 226,000
ミャンマー ２月１日～２月８日（８日間） 10月６日 210,000
フィリピン（１班）

２月15日～２月24日（10日間） ９月30日
200,000

フィリピン（２班） 230,000
フィリピン（３班） 300,000
硫黄島（２次） ２月21日～２月22日（２日間） 10月24日 20,000

平成28年度 慰霊巡拝実施のお知らせ

納付 全額免除 一部免除 若年者納付猶予
（学生納付特例） 未納

老齢・障害・遺族基礎年金の
受給資格期間に･･･ 含まれる 含まれる 含まれる

（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金額の計算に･･･ 含まれる 含まれる
（注１）

含まれる
（注１、２） 含まれない 含まれない

14：00　開　　場
14：30　開　　会
　　　　知事が語る
　　　　　　「愛

え
顔
がお
あふれる愛媛づくり」

　　　　意見交換
17：00　閉　　会
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

１　家具類の転倒・落下・移動防止対策をしましょう
　　・ けがをしたり、避難に支障がないように家具を配

置しましょう。
　　・ 家具やテレビ、パソコン等の家電製品を固定し、

転倒・落下・移動防止措置をしましょう。

２　けがの防止対策をしましょう
　　・ 食器棚や窓ガラス等には、ガラスの飛散防止措置

をしましょう。
　　・ 停電に備えて懐中電灯をすぐに使える場所に置き

ましょう。
　　・ 飛散物でけがをしないようにスリッパやスニー

カーなどを身近に準備しておきましょう。

３　家屋や塀の強度を確認しておきましょう
　　・ 家屋の耐震診断を受け、必要な補強をしておきま

しょう。
　　・ ブロックやコンクリート等の塀は、倒れないよう

に補強しておきましょう。

４　消火の備えをしておきましょう
　　・ 火災の発生に備えて消火器の準備や風呂の水のく

み置きをしておきましょう。

５　火災発生の早期発見と防止対策をしておきましょう
　　・ 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設

置しておきましょう。
　　・ 普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコン

セントから抜いておきましょう。
　　・ 電気やガスに起因する火災発生防止のため感震ブ

レーカー、感震コンセント等の防災機器を設置し
ておきましょう。

６　非常用品を備えておきましょう
　　・ 非常用品は、置く場所を決めて準備しておきましょう。
　　・ 地震発生後の生活を支えるものとして、１人３日

分程度の食料を準備しましょう。
　　・ 車載ジャッキやカーラジオ等、身の周りにあるも

のの活用を考えておきましょう。

７　家族で話し合っておきましょう
　　・ 地震が発生した時の出火防止や初期消火等、家族

の役割分担を決めておきましょう。
　　・ 外出中に家族が帰宅困難になったり、離れ離れに

なった場合の安否確認の方法や集合場所等を決め
ておきましょう。

　　・ 家族で避難場所や避難経路を確認しておきましょう。
　　・ 普段の付き合いを大切にする等、隣り近所との協

力体制を話し合っておきましょう。

８　地域の危険性を把握しておきましょう
　　・ 防災ハザードマップ等で、自分の住む地域の危険

度を確認しておきましょう。
　　・ 自宅や学校、職場周辺を実際に歩き、災害時の危

険箇所や役立つ施設を把握し、自分用の防災ハ
ザードマップを作っておきましょう。

９　防災知識を身につけておきましょう
　　・ 新聞、テレビ、ラジオやインターネット等から、

防災に関する情報を収集し、知識を身につけてお
きましょう。

　　・ 消防署等が実施する講演会や座談会に参加し、過
去の地震の教訓を学んでおきましょう。

10　防災行動力を高めておきましょう
　　・ 日頃から防災訓練に参加して、身体防護、出火防止、

初期消火、救出、応急救護、通報連絡、避難要領
等を身につけておきましょう。

防災コーナー　～地震に対する10の備え～

子宮頸がん個別検診について（お知らせ）
　子宮頸がん検診が、検診料一部補助にて医療機関で個別に受診できます。
　詳しくは、表１をご覧ください。
　個別検診を希望される方は、町が発行する依頼書が必要となりますので、保健福祉課（保健センター）までご連
絡ください。

実 施 期 間 平成28年６月１日から平成29年３月31日まで
対 象 者 松野町に住所を有する20歳以上の女性（年度末年齢）

検診委託医療機関

・市立宇和島病院（☎25－1111）
・長野産婦人科（☎24－1103）
・萩山医院寿レディースクリニック（☎24－6200）
・山内産婦人科（☎24－0321）

注 意 事 項
・医療機関での子宮頸がん個別検診は、1,500円の自己負担となります。
・町で実施する検診は、集団検診か個別検診いずれかで、1人につき年１回受診できます。
・町が実施する集団検診については、無料で受診できます。

　なお、今年度は表２のとおり、子宮頸がんの集団検診を実施する予定です。

【問い合わせ先】保健福祉課　保健師まで　☎42－0708

期　日 受付時間 場　　　所
５月25日㈬ 午後１時30分～２時30分 松野町保健センター

５月26日㈭
午前10時00分～11時00分 目黒基幹集落センター
午後１時30分～２時30分 吉野生交流促進センター

期　日 受付時間 場　　　所
５月27日㈮ 午後１時30分～２時30分 松野町保健センター
10月14日㈮ 午後１時30分～２時30分 松野町保健センター

表１

表２
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日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 水 粗大ごみ収集日／吉野生公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

２ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

３ 金 乳がんマンモ検診／吉野生交流促進センター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

４ 土 蛍の畦道ライトアップ／松野南小学校

５ 日 県消防操法地区大会／三間町運動公園

６ 月 可葛川以外町内全域

７ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

８ 水 粗大ごみ収集日／基幹集落センター 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 木 乳がんマンモ検診／松野町保健センター 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

10 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 土

12 日 田休みの日

13 月 可葛川以外町内全域

14 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

15 水 粗大ごみ収集日／上家地集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

16 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

17 金 健康診査・がん検診／森の国ふれあいセンター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

18 土

19 日

20 月 可葛川以外町内全域

21 火 乳がんマンモ検診／目黒基幹集落センター
　　　　　　　　／松野町保健センター 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

22 水 粗大ごみ収集日／富岡集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

23 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

24 金 知事とみんなの愛顔でトーク／松野町コミュニティーセンター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 土

26 日

27 月 伊予美人ライブvol.24 林田ひろゆき＆佐藤ぶん太＆智詠／元「伊予美人」酒蔵 可葛川以外町内全域

28 火 健康診査・がん検診／豊岡前公民館 不豊岡・延野々・富岡・目黒

29 水 粗大ごみ収集日／豊岡前公民館
健康診査・がん検診／松野町隣保館

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

30 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

６月の森の国行事予定表

可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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